
課題解決型授業(アクティブ・ラーニング)に関する調査研究プロジェクト

ＡＬＰＳ 第８回 合同研修会＋新町小学校研修会

１ 日 時 平成２８年 １０月１１日(火)

※研究授業 ①３年算数 １０：５０～１１：３５（３校時）
②６年道徳 １４：３５～１５：２０（６校時）

※研究協議 １５：４０～１７：３０

２ 場 所 旭川市立新町小学校 会議室

３ 参加者 朝日小学校 中山 玉井 北島 町田 東

青雲小学校 貝谷

新町小学校 鈴木 内藤 亀掛川 西村 小野寺 他全教員

近文小学校 三浦 長瀬

大有小学校 石川

４ 概 要

＊研究授業～１１月４日(金)の朝日小学校実践発表会で提案する２本の授業についての

指導案をベースに，新町小バージョンで研究授業を行いました。

（１）３年算数「三角形」～西村学級

学習に向かう姿勢のよい学級の子

どもたちでした。

動画を活用した導入場面では，テ

ンポ良く問題提示ができました。た

だし，「本当に二等辺三角形になって

いるか分かりやすく説明しよう」と

いう課題に対して，具体的なイメー

ジがうまくもてなかったようです。

次に，グループに分かれて試行錯

誤する活動から，二等辺三角形であ

ることを説明し合う活動で，どのよ

うにすればよいのかうまく分からず

困っていた様子があり，かなり時間

がかかってしまいました。

交流場面では，友達の発言に「あ～。」といいながら知のネットワークがつながっていく

雰囲気が見られました。子どもたちが課題に対して，真剣に取り組み，思考した「二等辺

三角形であること」を伝え合いたいという気持ちが伝わってきました。



（２）６年道徳「中学校へ羽ばたく自分を見つめよう」～小野寺学級

１２名の６年生は，学級の温かく認

め合う雰囲気が伝わってくる学級でし

た。前時(特別活動)の振り返り「自分

の将来への夢」からスタートし，アン

ケート結果での「中学校生活への不安」

について交流した後で，「今の自分を見

つめてみよう」という本時の学習とな

りました。この中では，自分シートへ

の記入も長所について多く記入し，お

互いの長所を見付けて付箋で伝え合う

活動でも，大変活発で温かな交流がさ

れていました。自分シートの見直しや

道徳ノートへの記入が大変積極的でし

た。盛りだくさんの内容でしたが，４

５分の中で，予定していた振り返り場面まで終えることができました。

＊研究協議～今回は，ＡＬＰＳと新町小学校の教員と合同の研修会を行いました。

会場と授業を提供していただいた新町小

学校の鈴木校長先生からご挨拶をいただい

て研究協議を始めました。

いつものように，授業を参観した全員が

各グループ協議用の模造紙に気付いたこと

を記入した付箋紙を貼り付けました。

「算数」と「道徳」２つのグループで新

町小と朝日小両方の授業者を交えながら，

改善案を中心に協議を進めました。

算数は，導入時の課題意識と課題の質に

ついてが話題の中心でした。

道徳は，どうやって各活動内容につながりをもたせるかが話題の中心でした。

１１月４日には，朝日小バージョンで公開しますので，楽しみにしてください。

☆「朝日の教育」実践発表会申込みは１０月２１日(金)までにお願いします。

☆参加申込みは，本校ＨＰ「実践発表会のご案内」の実践発表会参加申込み書に必要事項を記入

の上，ＦＡＸ(0166-24-3205)かメール（kyoutou@asahi.els.asahikawa-hkd.ed.jp）にて申込

みください。


